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3 琵
び

琶
わ

湖
こ

の生き物②
琵琶湖には、水中ですごす魚や貝などに加え、水上にみられる鳥
類や昆

こ ん

虫
ちゅう

も数多く生息し、そして、それらのすみかともなる植物
が繁

は ん

殖
しょく

しています。

▢水鳥の楽園 (7-14 水鳥 )

　琵琶湖と西
にし

の湖
こ

は国
こく

際
さい

的
てき

に重要な湿
しっ

地
ち

としてラムサール条
じょう

約
やく

湿
しっ

地
ち

に登録されています。その
登録基

き

準
じゅん

の１つに「水鳥の個
こ

体
たい

数
すう

２万羽以上」がありますが、冬季の琵琶湖には、その数をは
るかに超

こ

える10万羽以上の水鳥が採
さい

食
しょく

・休息するなど、水鳥等にとって重要な生息地となって
います。

▢トンボ 100 種類 (7-18 昆虫 )

　滋
し

賀
が

県には、日本にすむ約半分の種（100種）のトンボが確
かく

認
にん

されています。県単位で見れ
ばその種数は日本の中でトップクラスです。琵琶湖には多くの流入河

か

川
せん

があり、水環
かん

境
きょう

が豊
ゆた

かで
あるため、水辺での生活に適

てき

応
おう

するトンボの種が豊
ほう

富
ふ

なのです。

滋
し

賀
が

県には約340種の鳥が記録されています。日本で記録された鳥類は
633種であるため、国内の種の半分以上が滋

し

賀
が

県内でも記録されている
ことになります。(7-15鳥)

琵琶湖の特
と く

徴
ちょう

の一つが湖岸に生息する昆
こ ん

虫
ちゅう

の多様さです。湖岸に広がる
ヨシ帯では、ヨシを食べるアブラムシや、それらを食べるトンボやテントウ
ムシが生息するなど、独

どく

自
じ

の生
せい

態
たい

系
けい

が出来上がっています。

琵琶湖の水鳥 カイツブリ

鳥類

昆
こ ん

虫
ち ゅ う

７-８　水辺の植物１-３　ラムサール条約 ７章トピック　カワウ

湖北野鳥センターでは野鳥観察を通し四季折々の自然の豊
ゆた

かさ等を学べます
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▢生き物のすみか ヨシ帯 (7-7ヨシ)

　琵琶湖のヨシ帯は、以下のような役
やく

割
わり

を果たしています。

・湖国の原風景を象
しょう

徴
ちょう

する景観の形成、環
か ん

境
きょう

学習の場
　四季に応

おう

じて姿
すがた

を変えるヨシ帯は、湖国の原風景を象
しょう

徴
ちょう

する景観を形成し、文化的・社会的
な価

か

値
ち

を持っています。また、生き物の観察会など、環
かん

境
きょう

学習の場としても活用されています。

・鳥類・魚類などの生息・繁
は ん

殖
しょく

の場、希少な氾
は ん

濫
ら ん

原
げ ん

植物のゆりかご
　ヨシ帯は、鳥類・魚類をはじめ多様な生き物のすみかになっています。また、ヨシ帯では、
季節の変化や天候によって水位が上下することから、水に浸

つ

かる時期と浸
つ

からない時期ができ、
そのような土地に適

てき

した希少な氾
はん

濫
らん

原
げん

植物が生き残っています。

・ヨシ産業や暮
く

らしを支
ささ

えてきた資
し

源
げん

の供
きょう

給
きゅう

　ヨシは、かつては生活に欠かせない重要な資
し

源
げん

として利用されていました。現
げん

在
ざい

でも、琵琶
湖地

ち

域
いき

は、国内に残る二大ヨシ産業地の一つであり、夏期に日
にっ

射
しゃ

をさえぎるためのヨシズなど、
多くの加工品を生産しています。

琵琶湖には、クロモなど全体が水中にある水生植物や、ヨシなど水面の
上に茎

くき

や葉を伸
の

ばす抽
ちゅう

水
す い

植物が繁
はん

殖
しょく

し、水中への酸
さん

素
そ

供
きょう

給
きゅう

や、多様な生
き物の産

さん

卵
らん

や生活の場となっています。

植
物

夏：八幡水郷のヨシ群生 冬：西の湖の水郷 冬：ヨシの刈り取り ヨシを使用した製品
（ヨシズやヨシ葺き屋根）

memo


